
Generative Pre-trained Transformer (GPT) 

ChatGPT について 

開発の歴 史 

開発ヒストリー 

 2015 OpenA I は 人工知能開発を専門とするテクノロジー企業として設立 

安全で責任ある方法で人工知能を開発するーGP T モデルの開発 

大量のテキストデータを学習し、人間のようなテキスト生成が可能な深層学習モデル   

GP T の進歩に伴い、倫理的な配慮も必要 

GP T のなりたち 

2016 GPT-1 

大量のテキストデータを学習し、人間のようなテキストを生成することができ、自然言語

処理分野一歩 

GPT- 3  

202 0 年にリリースされ た 117 5 億個のパラメータを持 つ 

幅広い自然言語処理タスクを高い精度で実行できるようになり、人間のような文章を生成

する能力が向上   

ファインチューニング手法で微調整することができる 

OpenA I とマイクロソフトのパートナーシップ も GPT- 3 の進化 

現在最新は GPT-4  Microsoft Edge + Bing（GPT-4） 

 

GT P による自然言語処理への影響 

人間のようなテキストを理解し生成するこのモデルの能力により、法律、医療、金融など

の業界において、 

カスタマーサービスや言語翻訳 の A I 利用が増加  

 

ビジネスにおけ る GP T の可能性 

人間のようなテキストを理解し生成するこのモデルの能力により、法律、医療、金融など

の業界において、カスタマーサービスや言語翻訳 の A I 利用が増加した 

 GP T は人間のようなテキストを理解し生成することができるため、接客、コンテンツ制

作、言語翻訳などの分野に応用される可能性あり 

 

将来 の A I におけ る GP T の立ち位置 

自然言語処理の分野で人間のような文章を理解し生成する能力を持ち、高度で洗練され た 

A I 活用の実現に向けた新たな可能性を切り開く 

OpenA I の GPT- 3 は 、 A I の普及に、開発者自身のアプリケーションで使用することが

でき役にたち、中小企業や組織に も A I が身近になる 



  

 GPT   開発の課題    

 1 . モデルの学習に必要な膨大な量のデータと多大な計算能力とリソース 必要  

2. 学習させたデータに存在するバイアスが永続化する傾向があること。   

3. 倫理的なもの：ディープフェイクテキストの作成や誤報の拡散など、悪用される可能

性がある 

 

GP T を使用したアプリケーションの未来   

1. 自然言語処理の分野：言語翻訳、質問応答、テキストの要約など、より高度で洗練さ

れたタスクを実行 

2.  機械学習分野： 画像認識、音声認識、物体検出などさまざまな分野で、より効率的で

精度の高いモデルを実現する 

 GPT- 3 のオンライン版リリースにより 、 企業や開発で身近な存在に 

 

GP T の機能の進化 

機能の進化は、人工知能、自然言語処理、機械学習の分野の専門家を含 む OpenA I の研

究チームによって推進している 

 

GP T の多機能化 

 GPT- 1 はテキストの理解と生成能力があり、自然言語処理に大きな貢献をもたらし

ました   

     

 GPT- 2 はデータと微調整技術を取り入れ、より幅広いタスクに対応する能力を持つ

ようになった   

     

 GPT- 3は 175 0 億のパラメータを持ち、より高い精度と効率で自然言語処理タスク

を実行できるようになった 

   

GP T の使用に関する倫理 

GP T の能力は学習データに基づくため、データにバイアスがあると 、 GP T の出力にも

バイアスが現れる可能性があった、 

偏向された出力が有害な固定観念や差別を招くこともあります。 

GP T のテキスト生成能力は知的財産や著作権に関する懸念がある 

 

OpenA I が掲げ る GP T のビジョン 

OpenA I は GP T モデルを開発し 、 GP T の機能を拡張して汎用性を高め、開発者が使い



やす い AP I を提供することを目指すビジョンを持っている。 

API：Application Programming Interface  ：API とはソフトウェアやアプリケーションな

どの一部を外部に向けて公開することにより、 

第三者が開発したソフトウェアと機能を共有できるようにしてくれるものになった 

GP T を進化させ、企業や開発者にとって汎用的で有用なものにし続け、責任ある使

用のためのガイドラインやベストプラクティスを設けることを目指している 

   

GP T と関連業界への影響 

GP T をベースとしたアプリケーションは、自然言語処理タスクの効率と精度を向上させ、

企業のコスト削減や顧客満足度の向上に やくだつ  

 GP T の手法は、画像認識や音声認識など他の機械学習モデルにも適用され、より効率的

で正確なモデルを実現する   

 GP T は OpenA I が開発した人工知能モデルであり、自然言語処理や機械学習の分野に大

きな影響を与える 

 

GP T の一般への普及 

GP T（ Generative Pre-trained Transforme r ）モデルを開発し た OpenA Iは GP T 

を一般に開放、多くのユーザーに利用できるようにした   

 GPT- 3 オンライ ン AP I のリリースやファインチューニング手法などによって実現され、

接客サービス、言語翻訳、コンテンツ制作などの業界 で  

GP T を利用したアプリケーションが生まれた   

 

GP T の限界 

学習させたデータに存在するバイアスを再現することがあり、エラーを生じる可能性

がある   

    OpenA I の研究チームは、多様で偏りのないデータでの訓練と限界の解消を重要

な課題として取り組んでいる   

    GP T は常識的な推論や理解能力に限界があり、学習したパターンや関連付けに

大きく依存している 

   

 

GP T を活用したチャットボットの将来像   

 GP T を搭載したチャットボットは顧客の要求に自然な対応ができ、顧客満足度の向

上やコスト削減につながる可能性がある   

 GP T 搭載チャットボットは、多言語対応や人工的なテキスト生成能力があり、顧客

サービス、言語翻訳、ヘルスケア、教育、金融などの分野で活用されている 



 

GP T の A I 研究への影響 

 GP T は自然言語処理技術を進歩させ、人間のような文章の理解と生成能力を持ち、高い

精度で様々な自然言語タスクを実行する新しい言語モデルの開発につながった   

GP T が生成する文章の質が向上することで、議論が巻き起こされた点として 、 A I 

が偏見を永続化・増幅する可能性や悪意ある目的に利用される可能性についての議

論がある   

 OpenA I は多様で偏りのないデータを使い A I モデルを学習させることを推奨し 、 

GP T の解釈可能性や説明可能性の向上にも取り組んでいる 

   

雇用市場におけ る GP T 

人間が行っていた作業を自動化することで、企業に新たな機会を生み出した   

 GP T はコンテンツ制作、データ分析、言語翻訳などを自動化することで、業務の効率化

と生産性の向上が期待できる 

GP T を責任ある形で利用することを促進しており、人間の能力を補完・増強する形での

利用を推進している 

   

A I と人間のコラボレーションにおけ る GP T の役割 

GP T は、自然言語理解やコンテンツ制作、研究、教育、医療などの分野で、人間の能力

を代替するのではなく補完・増強することができ 、  

A I と人間の協働に大きな役割を果たす可能性がある 

 

言語生成におけ る GP T の影響 

自然言語理解にも利用され、人とコンピュータのインタラクションを向上させる   

コンテンツ制作、研究、教育、医療など他の分野でも活用できる 

   

ChatGP T の未来 像 

 

言語処理の歴史 と ChatGP T の開発：自然言語処理 （ NL P ） 

自然言語処理 （ NL P ）の歴史 は 195 0 年代に遡り、人工知能 （ A I ）の研究の黎明期に

までさかのぶる 

当時はルールベースで自然言語によるコマンドを理解し応答するものでしたが、複雑な言

語を理解する能力に限界があった 

 

198 0 年代か ら 199 0 年代にかけては、機械学習を採用した 



大規模なテキストデータを用いて自然言語を理解すルモで統計手法を取り入れる 

確率的手法を用いて単語の並びを推定する 

  2000 年代初に、人工神経回路を使用下モデルでニューラルネットワークが導入された 

現代データの大量化と計算資源の改善により、変換器ベースのモデル：Chat GPT 

大量のテキストデータを学習し、人間に似たテキスト生成や言語翻訳、質問応答、要約な

どのタスクを実行 

 

ChatGP T のアーキテクチャと機能。 

エンコーダーとデコーダーで構成されており、マルチヘッドアテンション機構で接続 

 エンコーダは入力テキストを処理し、表現を作成する役割 

デコーダは出力テキストを生成する役割を持ち、エンコーダからの表現を元に出力テキス

トを作成 

ChatGP T は、膨大なインターネットテキストデータセットを学習して、人間のようなテ

キストを理解し生成することができる 

 言語翻訳や質問応答、テキスト要約など、多様な自然言語タスクに微調整 

 

  Chatgpt と他の言語モデルの現状 

Chat GPT  GPT- 3 は OpenA I によって開発され、現在利用可能な中で最も高度な言語モ

デル の 1 つで、多様なタスクで高い性能を発揮した 

 BER T（ Bidirectional Encoder Representations from Transformer s ） は Google が開発

した自然言語理解タスク向けの言語モデルであり、多様なタスクで微調整されており、幅

広い自然言語理解タスクで優れたパフォーマンスを示すことが確認される 

RoBERT a（ Robustly Optimized BERT Pre-trainin g ） や T5Text-to-Text Transfer 

Transformer ）などの言語モデルも開発されており、多様なタスクで微調整されており、

幅広い自然言語処理タスクで良好な性能を示すことが確認 

 

A I の未来 と ChatGP T の位置づけ 

 A I は急速に発展し 、 NL P 分野 （ Natural Language Processin g ）では特に大きな成長

が期待されている 

ChatGP T は、この分野の最先端の言語モデルであり、会話 型 A I やテキスト生成・デー

タ解析に活用されることが予想される。   

A I が今後伸びる分野として、言語理解や機械翻訳の分野：異なる言語をよりよく理解し

翻訳できるようになり、異文化間のコミュニケーションや理解を向上させることができる 

 

ChatGP T と他の技術との融合    



ChatGP T はロボティク ス融合する、ロボットの設計・構築・運用を扱う工学分野であ

り 、 ChatGP T と組み合わせることで自然言語のコマンドを理解できるものになる、 

 ChatGP T は、自然言語理解 （ NL U ）や自然言語生成 （ NL G ）と統合することで、

高度で洗練された言語ベースのシステムを作り出す 

ChatGP T のもう一つの接点は生成モデルで、テキスト、音楽、アート、さらに は 3 D 

モデルの生成に利用することができ、文章、作曲、グラフィックデザインなど、クリエイ

ティブな分野での応用の可能性が広がる 

   

AG I の発展におけ る ChatGP T の役割とその将来:   AG I （人工知能） 

ChatGP T は、コンピュータビジョン、ロボティクス、自然言語理解・生成など、他 の A 

I 技術と組み合わせて、より高度で洗練されたシステムを構築する可能性がる 

AG I の開発は長期的な目標であり、克服すべき技術的・倫理的な課題も多く残されている

ことを念頭に置いておく必要がある 

 

ChatGP T の技術的課題 

コンテキストの理解の限界で。ChatGP T は人間の言葉を理解し応答することができます

が、意味を理解するのに苦労する場合がある 

データの偏り、採用や医療などのアプリケーションで不正確さや不公平をもたらす。緩和

する技術の開発が必要である 

解釈可能性があるモデルはディープラーニングであり、どのように判断がされたのか理解

が困難。可視化や説明可能 な A I 技術を取り入れることで、 

モデルの解釈を改善する技術開発が必要 

モデルが大きいこと：実行に多くのコンピューティングリソースを必要とし、学習には多

くのデータが必要 

 

結論 

ChatGP T と A I 革命は、私たちの生活や仕事の仕方を変え、様々な産業や日常生

活を向上させる可能性を秘めている 

     

A I の開発・利用は、社会への潜在的な影響を考慮し、責任を持って行わなければな

らない。 A I の分野が進化を続ける中、最新の情報を入手し、これらの技術の倫理

的・社会的意味合いについて継続的な対話を行うことが重要である 

 

 

現在の AIでは出来ないこと、不得手なこと 



判断の理由を説明すること 

論理的思考、抽象化、推論 

員が関係、包含関係、コンテキストなどの階層化された知識を用いること 

常識をみにつけ、用いること 

自然言語の意味や対話の流れを理解すること 

与えられた学習データには無かった新たな状況に対処すること（但し将棋等ルールの

あるものは別） 

音声、画像、翻訳などの分野に依存しない一般的な問題解決（Artificial  general 

Intelligence） 

3次元、4次元の時間。空間イメージ（世界観）を持つこと 

適切な疑問や問題を提起すること 

創造性を発揮すること 

心（意識）を持つこと 

理由はビックデータ、デープラーニング（深層学習） 理論的な解析が困難なため 

 

 


